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現在の主な活動

　　THE INFORMED-PUBLIC PROJECT   

01　有機フッ素化合物（PFAS）汚染 
沖縄では2016年から米軍基地由来の有機
フッ素化合物汚染が問題となっている。
IPPでは調査活動で入手した情報や、行政
データを整理しビジュアルエイド化し、メ
ディアで発表。また、米国のPFAS問題動
向や情報を県民に知らせること、沖縄か
ら英語による情報発信を主に米国向けに
行うなど、情報の媒介者としての役割を
担う。

02 米軍基地返還跡地問題　 
2016年に部分返還された米軍北部訓練場跡
地問題と、沖縄本島北部を含んだ世界自然遺
産の政策について調査を実施。政府の跡地政
策の杜撰さについて、情報開示請求により入
手した文書等が全国紙、ドキュメンタリー番
組で使用される。また、NGOで連携し、世
界自然遺産の諮問機関である国際自然保護連
合に向け、推薦地となる跡地の状況をビジュ
アルエイド化し、発信。

03 米軍基地内の漏出事故通報問題 
近年、ジャーナリストの調査報道により米
軍基地内の漏出事故の実態が把握されるよ
うになった。IPPは、米軍内の情報と日
本、沖縄側の情報をつけあわせ、通報に伴
うコミュニケーション問題について、構造
的な問題を分析し、発信している。

01 有機フッ素化合物
  （PFAS）汚染

02 米軍基地返還跡地
  （北部訓練場跡地と
　  世界自然遺産）

03 米軍基地内の 

　  漏出事故通報問題
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沖縄の水汚染の背景　 
　  　　米軍基地、問題を阻む法・制度 
　　 
　　水にまつわる歴史、状況 

嘉手納基地のPFAS汚染：飲料水への影響 
 
　　   2019.5.15ショック　京大調査の結果 

　　市民の取り組みの広がり 

普天間基地のPFAS汚染：農業用水等への影響 

　　2020.4.10 ショック　普天間基地からの泡消火剤大量放出 

沖縄の取り組みの特徴　（基地問題からの連続性、国際社会との連携、 
　 　　　　　　　　　　　　「基地問題」による思考停止問題） 
 
今後の課題　
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今日のトピック　　



沖縄の水の汚染：今どこで何が起きているか

米軍基地由来の有機フッ素化合物（PFAS)汚染（PFOS,PFOA,PFHxS)が沖縄中部
地域で発生　 

●嘉手納基地由来   水道水に影響 

●普天間基地由来   農業用水や公共の場に影響 

　⇒問題解決困難　　　　　 

※廃棄物施設からの問題もある
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沖縄県『沖縄から伝えたい。米軍基地の話　Q&A Book』（2018年）5

背景：沖縄の米軍基地の現状

中部地域＝米軍基地の密集地



背景：環境汚染問題の解決を阻む法・制度

日米地位協定という壁 
　第３条　基地内の合衆国の管理権 
　第４条　米国の返還時の原状回復・補償なし 

日米合同委員会 密室政治 

　沖縄頭越しの決定 

外務省HP
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沖縄市水道局. 1998.『写真と統計でふりかえる
先人の足跡: 沖縄市水道事業
通水40周年記念』沖縄市水道局.p.6-7

背景：沖縄の水と米軍基地
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　背景：渇水の歴史　　　　
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2018年にも節水呼びかけ　



沖縄のPFAS汚染問題：嘉手納基地由来 
   　　2016.1. 嘉手納基地由来と推測されるPFAS汚染発覚　

• 2016年1月　沖縄県企業局　 

北谷浄水場の水源河川などのPFAS汚染を発表　

• （調査開始経緯いまいち不明）　

• 2008年頃から把握　 

2013年からモニタリング　琉球朝日放送

9東京都との比較：県からの問題発信、発表が発端



北谷浄水場（沖縄県水道局）

米軍基地

none 　　

キャンプフォスター、キャンプバトラー

普天間海兵隊基地

キャンプキンザー

嘉手納空軍基地 
キャンプシールズ

キャンプレスター 
米陸軍貯油施設

none

嘉手納空軍基地

水の流れ：北谷浄水場から7市町村へ配水→基地へ配水

地方自治体（供給元）

取水

河川・井戸群

AFFF  
（泡消火剤）

PFOS
PFOA
PFHxS

*北谷町 

沖縄市 

北中城村 

中城村 

*宜野湾市 

浦添市 

那覇市 © IPP（Informed-Public Project,  Okinawa）
    & Nakato Naofumi 　Aug.2019

給水

(est. 1945)

45万人
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* 100%給水

全体像の調査・把握
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嘉手納基地周辺のPFAS汚染マップ 
（沖縄県調査結果をIPPが集約）
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データの視覚化という取り組み 

行政データや調査報道結果を地図に落とし込む 
市民への理解を促す 
汚染源の「状況証拠」を示す 
汚染の性質を示す 

長田川取水ポンプ場 比謝川取水ポンプ場

ちなみに行政の地図



嘉手納基地内の土壌汚染・地下水汚染が河川、湧水に滲出
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現在の北谷浄水場のデータ

PFOS+PFOA　

PFHxS

活性炭フィルター設置　（県費　1億7000万円）　

過去の数値



嘉手納基地周囲の河川  

　　　検出されているのはPFOS、PFOAだけでない 

• 「沖縄島の河川及び海域における有機フッ素化合物の環境汚染調
査」（沖縄県衛生環境研究所所報51号、2017年）より　 15

公開調査を読む・意味を見出す



沖縄県の対応

● モニタリング

● 周辺調査（環境部が引き継ぎ）　 

● フィルター代　1億7000万円（当時） 

企業局は日本政府に請求→県民には公開せず　　

● 高濃度の水源の取水停止（後日再開）

● 日本政府への交渉

● 米軍への交渉 
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行政の動きを追う 
電話や開示請求



環境問題から健康問題へ認識変化の転機 

　 
2019.5.15 京大調査ショック　　 NHK クローズアップ現代＋
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京大調査結果を元に、IPP作成
*1 2016年環境省「化学物質への暴露モニタリング調査の結果について」より
*2 参加者（南城市61人、宜野湾市44人）平均値
*3 1981年当時採取した5名の平均値（美里）

2019年京大調査によるPFOS、PFOA、PFHxSの血中濃度

全国平均 南城市 宜野湾市 沖縄市

PFOS
PFOA
PFHxS

（*1） （*3）

（単位は ng/mL）

（*2） （*2）
1981

3.5 1.5 0.3

6.6 2.7
3.9

13.9
3.3

16.3

25.6
25.9

47.6
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ビジュアルエイド
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2019年6月16日説明会@宜野湾市

調査の「評価」についての評価要

2019年10月7日小泉京大名誉教授 
沖縄県県議会参考人招致

IPP情報開示請求による資料



2019.5.23  
IPP調査　2007年 那覇の水道水の調査報道 

　　　　　　　　　　　

沖繩タイムス　
2019.5.23
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有用な情報を適切なタイミングで 
効果的に知らせる 

米国のPFAS汚染の影響 
のある州は独自にPFASの 
種類も増やし、厳しい基準 
（目標値）を設定している 
という情報



市民の懸念が京大調査発表後高まる
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「水の安全を求めるママたちの会」：生活者の立場からの声

市民が黙っていると放置されるという危機感から設立。 
子どもを育てている母親の立場から声をあげ、基準値ゼロなど厳しい要望をあげる。

・県への要請 
 
・勉強会 
 
・啓蒙活動

Facebookグループ　水の安全を求めるママたちの会
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 「嘉手納ピースアクション 」：緻密な調査と要請行動　

「嘉手納基地周辺からの 
　取水停止」を要求

市民の懸念が京大調査発表後高まる

企業局 

“安定供給のために 

止められない”と対応
琉球朝日放送



「有機フッ素化合物（PFAS）汚染から市民の生命を守る連絡会」
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 自治会長に面談 
 
 県議に直訴 
 
 開示請求　 
　　 
 新聞投稿　

署名活動　 
 
要請行動

市民の懸念が京大調査発表後高まる

「個人で動く」人たち　



県のPFAS汚染方針： 

日本政府に水質目標値設定値を要請(2019.6) 
• ❍厚生労働省：　 

「水質基準逐次改正検討委員会」で検討開始 

　2019.7.2 検討会第1回目開催
• 　水質基準目標値 

　PFOS、PFOAのみ
•           2020.4 50ng/Lに

• ❍環境省：　 

「有機フッ素化合物の評価等に関する検討会」 

　2019.12.27第1回目開催 

　水環境に係る目標値設定 

　PFOS、PFOAのみ 

        2020. 6 50ng/Lに
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パブコメの呼びかけ　



沖縄のPFAS汚染問題：普天間基地由来 
   　　嘉手納基地由来と推測されるPFAS汚染発覚後 
　　   環境部調査開始　
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湧水の汚染 

• 農業用水

• 簡易水道

普天間基地のPFAS汚染マップ 
（沖縄県調査結果をIPPが集約） 
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宜野湾の湧水
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カー　湧水 

沖縄県下で確認されている湧き水 
　1238ヶ所 
宜野湾市 
　119ヶ所 

（隣の浦添市　34ヶ所） 

宜野湾市『ぎのわんの文化財』 

チュンナーガー（喜友名泉） 
国指定文化財

メンダカリヒーガー

ヒヤカーガー



沖縄県企画部資料 
（跡地利用のためのyoutube) 
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普天間飛行場と湧水の関係



●沖縄県環境部調査 
　検出せず 

●京大調査　５検体のみ 
　検出 
　土壌への蓄積　

「風評被害」問題 
　そもそも「風評被害」とは何か？

cf.  米国での対応

大山の田芋調査
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宜野湾市の対応：消極的

• 普天間基地由来と特定できないというス
タンス

• 看板を立てるのにのでさえ3年間かかる

• 嘉手納町対応を見ての横並び

• 看板はPFAS汚染のためではないと主張　　
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2019.4.26 琉球新報

看板のポリティクス 

～嘉手納基地問題から普天間基地問題への波及 

 

Stars and Stripes, “Okinawa residents warned about pollutants in spring water outside Kadena Air Base”  
https://www.stripes.com/news/okinawa-residents-warned-about-pollutants-in-spring-water-outside-kadena-air-base-1.580430 (May 10, 2019)  

市民、メディアの連携で 
行政を動かす

https://www.stripes.com/news/okinawa-residents-warned-about-pollutants-in-spring-water-outside-kadena-air-base-1.580430
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2020.4.10 ショック 
　普天間飛行場から泡消火剤が大量放出

琉球新報　youtube 

米軍のBBQが原因 
　約23万リットルが放出 

泡消火剤 市街地に拡散　 
米軍、日本政府現場対処なし 
 
 
宜野湾市消防が対処 
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琉球新報　4月26日　
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立ち入り調査が実現（2015年「立入りの合意」によるもの） 
しかし透明性・科学性に欠ける対処

RBC



宇地泊川で2020年5月12日採取の水から検出されたPFAS
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琉球新報 2020年5月19日

基地の外でメディアがサンプリング



廃棄物処分場由来のPFAS汚染も発覚（IPP調査） 
処分場では米軍普天間基地の泡消火剤の処分もジョン・ミッチェル氏の調査で判明。 

しかし米軍ゴミだけの問題でない。PFOA＞PFOS
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米軍基地に関する汚染発覚の時間的ギャップ 

　　　　PFAS　1970年代から使用 
　　　　代替品の使用 

PFAS以外の新たな汚染物質の可能性も 

　(例えばperchrolate)　　 

対応の困難さ 

                　情報入手困難 

　　　　　安全をコントロールできる部分の限界　 

　　　　　（抜本的な汚染源そのものの対策がとれない 
　　　　　　対策についても継続して確かめられない） 37

基地からの影響を受け続ける水を使うということのリスク 

Interstate Technology Regulatory Council “History and Use of Per- and Polyfluoroalkyl Substances (PFAS)” , 2017.

代替物が同様に有害性があることが判明してきている 
＝残念な望ましくない代用品 
（regrettable substitutes) 



沖縄の取り組みの特徴
1)米軍基地汚染問題：土壌汚染からの積み重ね

沖縄の枯れ葉剤疑惑として報道・注目（2011-) 
2013年沖縄市サッカー場でドラム缶108本
高濃度のダイオキシン等が検出
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沖縄の取り組みの特徴
2)米軍基地問題→国際連携・米国との関係　

39

米国の情報を沖縄へ 沖縄の情報を米国へ
委員会に文書提出　 
　　　　公式記録



沖縄の取り組みの特徴
3)「基地問題」という枠組みでの自縛　
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  基地問題＝政治的な問題 
　　みんなに共通の公衆衛生の問題であるにも関わらず 
　　共有しにくい問題となっている 

「日米地位協定」「立入り」思考停止問題 

　　県や市町村議会の意見書等にありがち 
　　　 
　 



今後に向けて
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「公害」や汚染に関する歴史からの教訓を大切に　 

PFOS、PFOAへの対処が遅れ、それが人への曝露と、それにより生じるリスクが広がってしまった、 

という過去の負の歴史を科学者が認識している。 

その経験からの教訓として、新たに市場に進出しているPFASでそのようなことを繰り返すべきではない。 

データが限られていることを、代替物として使われているPFASのリスク回避を遅らせる理由づけに 
するべきではない。 
　 (Overview of  PFAS exposure pathways for different human populations outside 
 　of occupational settings, Elsie, M. Sunderland et al, 2018.） 

  起きていることの把握を早急に（疫学調査） 

 

 



スライドの図等の無断転載等はお控えください。
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